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№ 15

この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：00	 １．点　鐘……〈会　長〉

	 ２．開会宣言

	 ３．ロータリーソング斉唱……我等の生業

	 ４．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ５．会長挨拶並びに会長報告

	 ６．幹事報告

	 ７．出席報告

	 ８．委員会報告

	 ９．ニコニコボックス報告

	 10．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（11／16）……

	 　　クラブフォーラム（ロータリー財団委員会）

	 　　卓話　「ロータリー財団の今と戦略計画」

	 　　講師　地区ロータリー財団委員会

	 　　　　　　委員長　鈴木　文勝 様

（紹介者　中林　久美 会員）

	 　　※健康診断

	 　（11／23）……

	 　　休　会（法定休日）

２．クラブフォーラム………〈環境保全小委員会〉

　12：20	 卓話　「ポリオ撲滅まであと少し」

	 講師　地区ロータリー財団資金推進委員会

	 　　　　委員長　久米　博明 会員

	 卓話　「環境への取組について」

	 講師	 角文株式会社	 鈴木文三郎 会員

	 	 小林クリエイト株式会社	 小林　祥浩 会員

	 	 株式会社豊田自動織機	 石川　覚雄 会員

	 	 カリモク家具株式会社	 加藤　英樹 会員

	 　　　トヨタ車体株式会社	 浅岡　幸雄 会員

	 　　　中部電力株式会社	 後藤　直樹 会員

	 	 株式会社豊電子工業	 盛田　豊一 会員

	 	 株式会社デンソー	 岩瀬　正人 会員

	 	 アイシン精機株式会社	 堀田　昌義 会員

	 	 トヨタ紡織株式会社	 三吉　茂俊 会員

（紹介者　小澤　陽一 会員）

	 11．謝　辞

	 12．諸事ご案内〈幹　事〉

	 13．点　鐘……〈会　長〉

　13：00	 14．閉会宣言

　13：00～15．食　事

	 16．散　会

出 席

会員総数　96名　　出席免除　23名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　79名

欠　席　８名　　出席率　92.41％

前々回（10／26）の修正出席率 100％

委 員 会 報 告

●職業奉仕委員会

１）毎年春におこなっていた健康診断を来週11時より

おこないます。よろしくお願い致します。

会 長 あ い さ つ

刈谷RCのロータリーデー
加藤　真治

　2010年から国際ロータリーは、「戦

略計画」のなかで「公共イメージと

認知度の向上」を掲げました。つま

り、国際ロータリーや各ロータリー

クラブが、世界でまた地域社会で活

動している現状を多くの人に知って

もらおうとする試みが、ロータリー

デーです。

　この国際ロータリーの意向を受け、私たちの地区は昨

年度から「ワールドフードふれ愛フェスタ」をジャパン
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ロータリーデーとして開催しています。

　刈谷ロータリークラブも今年度は、ここ刈谷ハイウェ

イオアシスにてロータリーデーとして、WHO（世界保

健機関）、ユニセフ、アメリカ疾病管理予防センターと

ロータリーが30年近くにわたってポリオ撲滅の取り組み

と成果を展示すると共に、募金活動を午前11時から午後

２時まで実施しています。

　また、担当が環境保全小委員会ですので、あわせて刈

谷ロータリークラブの会員企業のなかで環境保全に先進

的に取り組んでおられる角文㈱、小林クリエイト㈱、㈱

豊田自動織機、カリモク家具㈱、トヨタ車体㈱、中部電

力㈱、㈱豊電子工業、㈱デンソー、アイシン精機㈱、ト

ヨタ紡織㈱の10社をパネル展示し、広報しようとしてい

ます。

　ポリオ撲滅の取り組みとその成果につきましては、久

米会員から卓話ありますし、また10社の方々の取り組み

につきましても、それぞれ発表されますので、ご静聴を

お願い致しまして、会長あいさつと致します。

クラブフォーラム

卓話　ロータリーデー「ポリオ撲滅」

　　　“ポリオ撲滅まであと少し”

2760地区ロータリー財団委員会

久米　博明 会員

　本日はロータリーデーの例会にて

「ポリオ撲滅」について卓話をさせ

て頂きます。

　国際ロータリーでは2007年の規定

審議会にて「ポリオ撲滅」を最優先

プロジェクトとして確認され、以後

2008年よりゲイツ団体との「１億ドルのチャレンジグラ

ンド」によるパートナーシップでの募金活動がスタート

し、2012年には「２億ドルチャレンジ」を達成。そして、

2013年の４月に世界ワクチンサミットにて「ポリオ撲

滅・エンドゲーム戦略計画」が立案されました。新計画

実施には推定で55億ドル必要とされ、40億ドルの資金投

入が誓約されましたが、まだ５億ドルが不足しています。

　国際ロータリーは、「END POLIO NOW：歴史に	

１ページを刻もう」キャンペーンを展開して、毎年3,500

万ドルの寄付を確約しました。またゲイツ財団はロータ

リーの寄付に対し２倍の毎年7,000万ドルを上乗せする

パートナーシップの拡大を発表しました。2013年～ 18

年の５年間で、合計５億2500万ドルの募金を目標に掲げ、

2018年の「地球上からポリオ撲滅宣言」を目指します。

　「未来の夢計画」は2013－14年度から世界展開が始ま

り、世界中が新しいシステムの中でロータリーの果たす

役割の重要度が増してまいります。そして「クラブのサ

ポートと変化」「人道的奉仕の重点化と増加」「公共イメー

ジと認知度の向上」という３つの項目を柱としたロータ

リー戦略計画を支えるために、2015年度より始まる３年

間のロータリー財団の優先項目が提案され、その優先項

目１に「永久にポリオを撲滅する」とあります。具体的

目標としては、①野生ポリオウイルスによる新たな発症

例をなくす、②毎年3,500万ドルのポリオ撲滅への寄付

を確保し、ゲイツ財団のチャレンジに応える、③ポリオ

撲滅におけるロータリーの役割について周知を図る、④

他の人道的プログラムにも同じようなアドボカシーを取

り入れることを視野に、ポリオ撲滅におけるロータリー

のアドボカシーを見直す。

　2014年にインドがポリオの撲滅宣言を行い、2015年９

月にはWHOはナイジェリアがポリオの常在国から外

されたことを公式に発表しました。今、世界のポリオ常

在国はアフガニスタンとパキスタンの２か国になりまし

た。しかもこの２か国も今年に入ってから昨年の十分の

一と激減しております。もしポリオの再流行が起こると、

2022年までに毎年20万人の子供が感染し、総額110億ド

ルの投資資金が無駄になります。今、ポリオ撲滅が達成

されれば、2035年までに世界で400 ～ 500億ドルを節約

することができます。ポリオのない世界まで本当に“あ

と少し”です。ロータリー財団ポリオ撲滅活動にご理解

とご協力をお願い申し上げます。

ここに展示してあるパネルは、 すべて当クラブ会員会社の 「環境

への取組み」 を表したもので、 当クラブ 「ロータリーデー」 の

一環として、 掲示しています。 各企業の成果を是非ご覧ください。

又少し広報をさせて頂きますと ・ ・ ・ ・

1905 年にシカゴで職業倫理・奉仕の機会・親善を目的に誕生

2014 年 10 月統計で 200 以上の国で、 34000 クラブ、 120 万人の会員数

日本では 1920 年誕生、2014 年 12月現在 2278 クラブ、 88460 人の会員数

刈谷は 1954 年 ( 日本で118 番目 ) に誕生、 2015 年 10 月で 96 人の会員数

19 の委員会を作り、 職業奉仕 ・ 社会奉仕 ・ 国際奉仕 ・ 青少年奉仕 ・ 環境保全等

地域社会への奉仕を奨励し、 会員相互の研鑽や友情を育む為に、 広報 ・

プログラム ・ 親睦 ・ クラブ会報 ・ 研修情報 ・ 職業分類等の活動を行っています。

東 日 本 大 震 災 基 金 を 活 用 し て 宮 城 県 へ の 支 援 ・ 青 少 年 交 換 学 生 へ の

援助 ・ カキツバタ支援 ・ わんさか祭り協賛 ・ 学校訪問コンサート実施 ・

刈谷市図書館のロータリー文庫の寄贈。

本年は刈谷ハイウエイ ・ オアシス内で

①「あと少しのポリオ絶滅」 を達成させる 「ポリオ撲滅」 募金の実施 (11/9)

② 刈 谷 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 会 員 会 社 の 環 境 へ の 取 り 組 む 姿 を ご 覧 頂 き 、 環 境

   問題への関心を高めて頂く為のパネル展示 (11/9 ～ 15) を行う事によって、

　  刈谷ロータリークラブの日頃の活動内容　を広く知って頂く為の広報活動です。

ロータリーの使命
Mission of Rotary International

刈谷ハイウエイ・オアシスをご利用の皆さん。こんにちは
「刈谷ロータリークラブ」です。

国際ロータリーの使命は、他者に奉仕し、高潔性を
推進し、事業と専門職務および地域社会のリーダー
の間の親睦を通じて世界理解、親善、平和を推進
することである。

Q1. ロータリークラブって何でしょう ?

Q2 . 刈谷ロータリークラブはどんな活動をしていますか ?

Q3 . 刈谷ロータリークラブの具体的な地域との関わりは ?

Q4.「ロータリーデー」とはなんですか ?

刈谷ロータリークラブ
会 長　加藤 真治

刈谷ロータリークラブ_ ごあいさつパネル _A 案
W1200xH1800
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Environmental Initiatives

受賞のポイント

■概要
社会貢献活動（ホタルの飼育指導や角文オリジナル資料を活用した環境学習など）と社員の意識・スキル向上をベースとして、
お客様に満足していただける事業展開（環境共生マンションやビオトープ造成など）を進めている。

ホタルの飼育指導などの地域に根ざした活動により社員の環境意識を高めるとともに、そこから
生まれる環境技術や知識を自社の環境事業へつなげ社会に復元するという持続可能な環境経営モデル
を構築したことは、先駆的なＥＳＤ活動として業界への波及効果が期待されると評価された。

■先駆性・独創性

■啓発効果
当社の環境活動は教室での学習では学ぶことのできない体験を通して、子ども達をはじめ、参加者自らの考える力を養う手助けとなって
いると考えている。各学校から「自然を大切にする心を育んで頂きありがとう」とのメッセージを頂き、活動継続の大切さを実感している。
活動内容はＣＳＲ活動の一環として当社のホームページで紹介の他、市の広報、各学校のお便り、新聞、ケーブルテレビの取材など、
広く活動内容を紹介して頂いている。ホタル活動では、当社が保護飼育してきたホタルが企業の枠を超え「刈谷のホタル」と名付け
られ学校、地域を含めた広範囲での保護活動に成長した。
刈谷市主催の「わんさか祭り」では環境ブースにおいて、環境活動で採取したゴミの写真をパネル化し展示した。他にも活動写真や、
採取した魚の紹介など、地域の皆様へ環境意識向上を呼び掛けている。
また当社社員も子ども達や地域の方と一緒に活動することで、環境意識が高まり、環境に配慮した施工や住宅づくりを考慮するように
なった。社員の環境意識の高まりは、現場の環境改善に繋がり、ゴミの削減や整理整頓も徹底され、より安全な施工をするようになった
ことで品質の向上に繋がっている。

●角文の環境活動の指針
「社会貢献活動を全社員が楽しみながら参加することにより、社員の環境意識が高まり、そこから生まれる角文独自
の環境技術や知識を自社の環境事業へ繋げ、社会に還元することで、社会貢献を行う」

「持 続可能な環 境 経営」
　　　～社会貢献と事 業の両立をめざして～

環境事業

④ビオトープ造設・管理指導

⑤環境共生マンション開発

社員の意識向上環境活動（CSR）

体験型教育
①ホタルの幼虫放流会
②川の環境学習

森林保全活動
③水源の森プロジェクト

環境活動
環境イベントで啓発活動
天然記念物保護活動
530 ゴミゼロ運動・グリーンカーテン

環境活動の蓄積
街づくりの開発～販売の総合力
ホタルの飼育技術

①小中学生や地域住民を対象にホタルの飼育指導や幼虫放流会
ホタルの飼育生態観察、ホタルの生息に適したビオトープ構造の研究
当社ビオトープ「逢妻の郷」で地元児童と放流会（2005年から10年連続）
行政、学校、地域などへホタル飼育指導・放流会

②小学校の授業として角文オリジナルの資料を使用した
　川の環境学習「ゴミで感性を鍛える」
地元の小学生と当社社員と川の環境学習　（2008年から7年連続）　
水質調査から生物採集、ゴミの分類調査まで、
身近な自然観察から環境を考えるきっかけづくりを支援
小学生に理解しやすい角文オリジナル資料を作成し、活動内にて使用
社員が交代で各班のスタッフを行い活動指導→生徒と共に社員も環境意識が高まり、
ゴミ削減を図ることで現場の環境改善や社員満足に繋がっている

③森林保全活動「水源の森づくりプロジェクト」
『300年の森づくり構想　森林保全を通して水の恵みに感謝し恩返しをする』
豊田市北部の山林約230haを購入し、第一段階として約110haで森林保全活動
植林、間伐、作業道路整備から木工工作、きのこ狩り、自然観察など、
社員と家族が中心となり活動
間伐材を利用し、刈谷ハイウェイオアシス内にドッグランを建設

④小学校や公園にホタルが生息できるビオトープ造成　
小学校や公園にホタルが生息できるビオトープを企画開発

⑤環境共生マンションの企画開発　
「エルグランデ刈谷OXIA」　
「豊かな自然環境を日々の暮らしの中に取り込む」
無機質と成りがちな駐車場の上に屋根を付け、
そのデッキ上に芝生やウッドデッキのある屋上庭園を造設

「エクセルグランデ泉田」
県内初 屋上人工地盤にホタルが飛び交う
ビオトープ付マンション

「マンサール白山」
周辺の植生を保存したまま低層マンションを建設
駐車場内の植生はシンボルツリーとして活かし、
「自然と共に生きる生活」を提供
エントランス横にホタルが飛び交うビオトープ造設

環境学習を通しての連携

●安城デンパーク

●株式会社デンソー高棚製作所

●刈谷市役所　●井ヶ谷地区
●小垣江地区　●東境地区官公庁

民間

公共施設
●富士松南小学校
●小垣江東小学校
●小垣江小学校
●碧南市立大浜小学校
●朝日小学校
●安城市立東山中学校
●双葉小学校
●豊橋市立谷川小学校

教育機関
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角文株式会社 パネル
W1600xH1800

Environmental Initiatives

小林クリエイトの環境に配慮した安心・安全な野菜作り

小林クリエイト　ありがとうの輪プロジェクト　森林保全活動

■環境に配慮した安心・安全な野菜作りとは

■生産の管理

無農薬野菜作りを実現するため、病原菌や害虫の侵入をシャットアウトし、クリーンな環境を確立する
ことで、農薬の使用を不要としています。クリーンな環境の確立は、無塵衣の着用や手洗い、消毒、エ
アシャワーなどを活用して実現し、環境に配慮した栽培を行っています。

■締結日時および活動概要

当社は、創業以来70年以上にわたり印刷を業とし、森林資源の恵みを受け続けている企業の一員です。さらには企業人である前に
地球の恵みを受ける一人でもあります。そこで当地で環境保全に取り組んでいるあいち海上の森センターと企業連携を締結し、森林
保全活動と環境教育に取り組みを始めました。
定期的に、社員とその家族で海上の森における間伐作業を通じ、「森林を守る事の大切さや大変さ」・「人と自然が共生する社会づ
くりの大切さ」の理解を深め、森林保全活動と環境への意識向上に取り組んできました。

愛知県瀬戸市にある「あいち海上の森」（愛知万博記念の森）の中の3,500㎡を担当区域として活動。「あいち海上の森
センター」および「海上の森の会」の方の指導を受け、森林を整備（間伐）年2回行ってきました。

■植物工場の紹介 ◆所在地 ･･･ 静岡県富士市
◆栽培品種･･･レタス類６種類、 アイスプラント

■栽培工程
完全閉鎖型工場内で、それぞれの野菜に合わせた最適な温
度・湿度・養液・光条件などの栽培環境を自動制御した完全
人工光と液体肥料による水耕栽培により、生産しています。

廃棄野菜を減少させ資源の有効活用を目指して、農業での
生育管理や作業管理を支援する農業向け情報管理システム
（agis)を開発し、野菜の管理を行っています。

富士工場全景

出荷 収穫

定植

播種・育苗

締結日時　平成23年6月11日（土）　　活動期間　平成23年6月11日～平成27年6月10日まで
活動内容

平成23年春（調印式 6月11日）
調印式　風景・森の説明・見学

平成26年春（第6回 間伐作業4月4日）　
森の中も光が差し込み、
風が通り鳥のさえずりも聞こえます。

平成25年秋（第5回 間伐作業 11月16日）
間伐作業にも慣れてきて、
看板も設置しました。

平成27年春（最終回 間伐作業4月25日）
最終回は森全体を整備して、次回は10年後かな…お楽しみに！

平成23年秋（第1回 間伐作業 11月12日）
間伐作業前は木が込み合っており暗い森。
担当区域の下草刈りから活動。

平成24年春（第2回 間伐作業 4月9日）
海上の森の会の方の指導の下、

木を切り倒す作業開始。
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モーター

燃料電池フォークリフト

燃料電池フォークリフトの特徴

高い環境性能と経済性の両立をめざし
                    次世代フォークリフトを開発中 !

■環境性　稼動中の CO2 排出ゼロ
■作業性　水素充填３分で連続稼動可能
■経済性　スペアバッテリー＆置き場不要による
　　　　　　　　　トータルコストの低減

トヨタ自動車株式会社と共同開発する小型・高効率なフォークリフト用燃料電池システムを搭載

電動車と比較して
稼働効率の大幅な向上を図ることが可能

蓄電池
電力供給

水素

酸素

電動工具等

③移動可能な発電機

①３分で水素充填完了

②水のみを排出

燃料電池

水素タンク

水

水素ステーション

株式会社 豊田自動織機 パネル
W1600xH1800
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カリモクの環境への取組み  その１

カリモクの環境への取組み  その２

カ

■森林認証のＣＯＣ認証取得

■国産家具表示への取組み

●地球規模での環境問題について

上記三つの現象に対し、適切に管理された森林管理認証（ＦＭ）や管
理された森林からの木材を製材から製品になるまでの適切な管理の
ための加工・物流過程の管理認証（ＣＯＣ）により森林の維持をして行
く取り組みに参加しています。（ＦＳＣ / ＰＥＦＣのＣＯＣ認証取得）

（一社）日本家具産業振興会は「安全+ 安心+ 環境」に配慮した国産家具を目指し、2014年4月に「国産家具表示認定制度」を立上ました。この制度の認定
要件は下記６項目で、認定を受ける事業者は、自社で生産する製品が下記要件を満たし、かつ要件を満たす社内体制であることが必要となっています。

人口の増加、貧困、制度の不備で⇒環境を配慮しない開発／住宅／農地化／
過放牧／違法伐採や環境汚染／山火事等により森林の減少・劣化が進んでいます。

■環境配慮製品への取組み
●ＶＯＣ（揮発性有機化合物）対策
製品のＶＯＣ対策は、建築基準法に基づく規制物質や厚生労働省
から指針値が出ている物質を含んだ材料は使用しない方針の下に
取組んでいます。（一部の製品を除く）中でもシックハウス対策で、
もっとも「悪」と言われているホルムアルデヒドに関しては製品に使用する、塗料・接着剤・合板・ＭＤＦ・ＰＢ・化粧合板等に対してＪＩＳ・ＪＡＳ認定のＦ☆☆☆☆基準の
ものを製品に使用し、購入材料の確認としては、ＪＩＳ・ＪＡＳ規格に基づき「デシケーター法」によりＭＤＦ・合板類等の社内受入れ検査を行っています。

●加工技術を駆使した木材料の有効活用を行なっています。
弊社では様々な樹種により家具製品が造られています。その中には、
国産材「なら」と言う樹種がありこの材料には小径木のものもあるため、
家具を作るには様々な加工技術により「ムダ」のない材料使いをして
限りある資源の有効活用を行なっています。

●木質廃材の焼却によるエネルギーの活用を行なっています。

●こんなことも！

■「リサイクル」の出来る環境にやさしい「木」を使用した製品造り
地球環境問題がクローズアップされる近年、温暖化防止対策として温室効果ガスの排出抑制対策やＣＯ２吸収源となる森林木の中に、地球
に優しい木として、（英）ラバートリー（ゴムの木）と呼ばれ、高く評価されている木があります。この木は短サイクルで熱帯地方の農園で繰り
返し栽培生産される木です。カリモクは、このラバートリーを独自の処方で家具用材として使用可能にし製品を造っています。（グリーン購入
法の合法性も証明された材料です。）

■資源の有効活用への取組み

●国産家具認定要件６項目
1.国産家具基準= 原材料を除き国内で全ての加工が行なわれていること。
2.品質基準= 振興会策定の製品安全性ガイドラインを満たしていること。
3.室内環境基準= 使用する塗料・接着剤・合板・繊維板等がF☆☆☆☆であること。
4.木材基準= 合法木材供給事業者の認定を受けていること。
5.保護基準= 修理やメンテナンス体制を整え、PL保険に加入していること。
6.モラル基準= 知的財産権など他社の権利を侵害しないこと。  

木と人の家具カリモク

木と人の家具カリモク

気候変動・地球温暖化 生物多様性の減少 砂漠化の進行

＜森林認証製品一部紹介＞

＜ホルムアルデヒド検出社内試験実＞

材
料
の
養
生

物
質
の
注
出

試
験
液
混
合

分
光
測
定

改質高圧釜

加工時に出る木屑回収装置 木屑専用ボイラー

ＨＡＲＵ

＜国産材使用
　　　製品紹介＞

（小幅に木取り各種接着方法で厚み＋ 長さのある製品へ）

縦継接着 巾矧接着

+ +
積層接着

ボイラーから送られる
蒸気で・・・夏冷房

省エネ活動
ゴーヤさんありがとう！

冬
暖
房

製
品
乾
燥

木と人の
　　家具カリモク！
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地域と共生、自然と調和する工場づくりの推進

電気エネルギーを利用した次世代車の開発と製品化

私たちは、人と自然が共生するために、地域の皆さまと連携し、自然と調和する工場づくりに取り組んでいます。

Ⅰ.トヨタ車体グループの森林整備活動（整備総面積：５５７ｈａ＝名古屋ドーム１１６個分）

Ⅱ. 生物の生息・生育空間の「創出」と「保全」　～ビオトープ・森づくり～ Ⅲ. 地域の皆さま、社員・家族を対象にした学習会

Ⅰ.トヨタ車体グループの森林整備活動  Ⅱ. 生物の生息・生育空間の「創出」と「保全」（ビオトープ・森づくり） Ⅲ. 人と自然がふれあう「場の提供」と「環境学習の推進」（地域の皆さま・社員）

コムス  コンセプト
超小型ＥＶコムスは、環境に優し
い電気自動車、走行時ゼロエミッ
ション・省資源・省エネルギー省
スペースに優れ、人と地球にやさ
しいエコカーです。

「刈谷ふれ愛パーク」の整備と運用（本社・富士松工場：愛知県刈谷市）

活動エリア

愛知（豊田市）

三重（いなべ市）

鹿児島（霧島市）

高知（南国市）

インドネシア
（スカブミ県他）

‘06 　  ‘07 　  ‘08 　  ‘09 　  ‘10 　  ‘11 　  ‘12 　  ‘13 　  ‘14 　  ‘15

矢作水系にて植林活動の参加型支援
10ha

自治体の植林活動支援
（社員・家族）9ha

トヨタ車体グループ協業の間伐活動
32ha

いなべ工場主体の植林活動
　11ha

地域の森林整備
（トヨタ車体研究所社員）16ha

自治体の植林活動支援
43ha

植林活動に子会社・NPO・地域と
共に参加 120ha

地域・社員協業でマングローブ再生
100ha

地域協働での森林整備
16ha

1

1

2

2

愛知県（豊田市）～トヨタ車体グループ協業での間伐活動～
トヨタ車体グループの７社のボランティアグループで豊田市三河湖近くの県有林の間伐整備を行っています。

海外子会社と地域の皆さまと連携しマングローブの植樹により生物が生息しやすい海岸の再生活動に取り組んでいます。
2011年より5年間で100万本の植樹を実施しています。(名古屋ドーム30 個分の土地で実施。)

インドネシア（ブカシ県他）～地域・社員協業でマングローブ再生～

<間伐活動範囲> <間伐本数と参加者> 豊田市羽布町内 県有林32ha 間伐状況
年度

12 年度

13 年度

14 年度

合　計

間伐本数

109 本

195 本

238 本

542 本

延べ人数

298人

282 人

212 人

792 人

3K
m

コムスを利用した新たな社会の創出
国内実証実験
コムスは各地の低炭素社会を目指
した実証実験に活用されています。
萩市では点在する観光地の移動手
段としてコムスの活用の仕方を検討
しています

海外実証実験
フランスのグルノーブル市で、トヨタ自動車による超
小型 EV を使用したカーシェアリングの実証実験
「Citef lib by Ha:mo（シテ・リブ バイ ハーモ）※　
が 2014 年 10 月初旬より開始され、コムス 35 台
が採用されています。
※シェアリング事業を営むシテ・リブ（Cite lib）、充電インフラを
整備するフランス電力公社（EDF）、グルノーブル市、トヨタ自動車の
共同プロジェクト 

ＥＶシステム
搭載した電池エネルギーを最大限
に有効利用出来るよう、実用域で
高効率のモーターを開発しました。

<植樹活動範囲> イ ンドネシア ブカシ県 植樹実施状況 海外子会社との植樹

1Km

フランス、グルノーブル市
（ⅰ-ROADと共にコムス35台が実証実験中）

レンタル「コムス」花燃ゆPR仕様

萩市に点在する史跡・名所への移動に活用

※AELNETとは、愛知県の環境学習推進する活動
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中部電力の取り組み　その１

中部電力の取り組み　その２２

再生可能エネルギーの導入推進や火力発電所の熱効率向上など、
低炭素社会の実現に向けて積極的に取り組んでいます。

地域の皆さまと連携して、様々な環境活動に取り組んでいます。

■火力発電所の熱効率向上

■原子力発電所の安全性を
　　　　より一層高める取り組み

■再生可能エネルギーの導入推進

■エネルギー・環境教育活動 ■森を守る活動

低炭素であるとともに、エネルギー自給率の低い日本にとって貴重な国産エネルギーであるため、
グループ会社と一体となって再生可能エネルギーの導入を推進しています。

高効率コンバインドサイクル発電を導入することで、火力発電の熱効率向上を図り、
燃料の有効利用と CO2 排出量の削減に積極的に取り組んでいます。

発電の仕組みなどを紹介する実験
教室や、エネルギーや環境保全の
重要性について学ぶ環境・エネル
ギー教室を実施しています。

三重大学と連携したエネルギー環
境学習や、「なごや環境大学」の
講座の１つとして公募型の「環境
エネルギー塾」を実施しています。

社員や OB を対象に森林ボラン
ティア「ちゅうでんフォレスター」
を育成しています。

認定者は、愛知・岐阜・三重の
県有林などでボランティア間伐に
取り組み、森を守る活動を広げ
ています。

浜岡原子力発電所の安全対策については、津波対策工事な
どのハード面での対策、国・自治体と連携した防災対策の
強化などのソフト面での対策の両面から取り組んでいます。

強化扉

（愛知県知多郡武豊町） （静岡県御前崎市）

防波壁

小・中・高校生 大学生

メガソーラーたけとよ 御前崎風力発電所

Environmental Initiatives

受賞のポイント

■概要
① 誘導加熱装置は、電磁誘導の原理を利用して対象物の各種金属製部品を加熱する装置である。加熱効率が高く、自動化
や省力化、急速加熱等の温度制御が容易である。作業環境も改善されるといった利点が多く、産業界で広く利用されている。
② 加熱される対象物の形状、材質、加熱条件によってさまざまな周波数や電力が要求されるために、一般的にインバータ制御
が用いられている。

③インバータ回路は出力周波数を変化させる事ができ、ある周波数の時に回路抵抗が最小になって電流が流れ易くなり最大となる。
 電力は（電圧）ｘ（電流）で計算され、電圧を一定にしているので、電力（積の値）は共振時に最大となる。
 この時の状態を共振と言い、周波数は共振周波数と言う。

高周波誘導加熱装置において、従来の専用ハード基板による複雑な制御方式を独自開発の
ソフトウェアによる簡易な制御方式に改めることにより、省スペース・省エネルギー及び対象
部品の品質向上を実現したことは、環境負荷の低減に大きく貢献するものと高く評価された。

■先駆性・独創性

■環境負荷低減効果
■弊社社長盛田豊一「奥尻島豊かな森」（北海道）作りに高額寄付

愛知環境賞

銅 賞

革新的な高周波誘導加熱電源の開発による省エネルギーの達成

1台当たり3,470kWh/ 年の省電力、
1,422kgCO2/ 台の CO2 削減効果がある。

1993年に発生した「北海道南西沖地震」は奥尻島の住民２００名の尊い
命を奪った。盛田豊一は生まれ故郷の復興を支援する為に私財を投げ打って
「奥尻島豊かな森」作りに奔走しています。

制御部

パワー部
加熱コイル
（IHヒータ）

共振制御PLL基盤

電流 電圧

ドライバ ドライバ
マイコン

専用ハード基板
PLL回路：（Phase Locked Loop：位相同期）

周波数固定
車種ごとの基盤が必要

電圧 0V

440V

電流

位相差

位相差ゼロ

効率Max

時間

専用ハード基板にて複雑制御

電流

ドライバ
ドライバ

マイコン

ソフト化

スイッチング

電圧

位相差

0V

440V
OFF

ON

電流

位相差ゼロ

効率Max

時間

周波数可変
世界初

共同特許出願中 1件

ソフトウェアのみ PLL回路、電圧センサ不要
電流方向でスイッチングタイミングを変えて位相をあわせる

ソフトウェアにて簡易制御

従 来 開 発 品

項目

燃費

省資源

環境

コスト

性能向上

省スペース

軽量化

電力損失

銅・電磁鋼板

二酸化炭素排出量

ー

力率

容積

重量

従来品

70.0%

70kg

0.94t/月

4,000千円

60～80%

1m3

200kg

本製品

32.5%

14kg

0.62t/月

2,000千円

99%

0.27m3

100kg

効果

67.5%

80%

34%

50%

25%

73%

50%

（小型化による省資源、省エネ化・
  簡易設定による作業効率向上）
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デンソーの環境技術（2005 ～ 2007 年の実用化事例）

クルマとクルマ社会を支える環境技術の開発・普及

世界のニーズに対応した各エンジンシステム毎の革新技術で
　　　　　　地球にやさしく豊かなクルマ社会の実現を支えるデンソー

各エンジンシステム毎のライフサイクルCO2の違いは、燃焼消費量の影響が
最も大きい（※2：Life Cycle Assessment（素材製造～廃棄までを通して定量評価する仕組み）

エコカーにシフトし始めているが、当面
世界的にはガソリン車が主流

デンソーの環境技術を世界中のお客様に引き続き使って頂くことにより削減可能な CO2 量：約１億 t-CO2（2008 ～ 2012 年生産車両）※１
※１： 2008 ～ 2012 年の京都約束期間中に新しく製造されるｸﾙﾏから走行時に排出される CO2 削減ポテンシャルを LCA により試算

デンソーは、全てのエンジンシステムで環境技術を創造し続け、全世界の CO2 削減に貢献します

■LCA※2による各エンジンシステム毎の CO2 排出量 ■車両生産台数推移

ガソリンシステム

ガソリン

ディーゼル

ハイブリッド（ＨＶ）

デンソーの環境技術製品の特徴 効　　　　　果

弁を上手に開閉し排出ガス
中の有機物を減らす

出力が１％、燃費が3.6％、排出ガス浄化性能が
21％それぞれ向上し、06 年９月に実用化。

ソレノイドインジェクタと比較して、最短噴射間
隔を１万分の４（0.4ミリ）／秒から世界最短レベ
ルの１万分の１（0.1ミリ）秒に短縮した。エンジン
の出力向上と Nox-PM の発生抑制を実現し、
05 年 6月に実用化。

同出力の製品に比べ体積を約３０％、重量を約
２０％低減。同時にＰＵＣ冷却系モジュール全
体で約４５％の小型化を達成。このシステムは、
07年５月実用化。

燃料を微粉化し完全に燃焼
させるシステム

モーターを回す際には
なくてはならない基幹部品

本来ディーゼルはガソリンに比べ
CO2 排出量少

もしデンソーが開発した技術が世界中のクルマに適用された場合のポテンシャル：約３億 t-CO2

【ハイブリッド車用高性能ＰＣＵ※5】
ハイブリッドカーの心臓部を
画期的なサイズで実現させる環境技術
※５：Power Control Unit

ディーゼルエンジンを
劇的にクリーンにする環境技術

【電動ＶＣＴ※４】

【ビエン型コモンレールシステム】

バルブの開閉を自由に操ることで、
燃焼性能を大きく向上させる環境技術
※4：Variable Cam Timing

2008 年愛知環境賞受賞事例を再掲（技術内容・データは受賞当時のもの）
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地域と共に創りあげる持続可能な環境活動フィールド ～アイシンエコトピア～

①資源循環型社会

【カワバタモロコ（コイ目・コイ科）】

より確実にアイシン精機の環境取組みを伝えるフィールド

・資源循環型の自社製品の開発と設計

・廃棄物の３R徹底

・梱包材の削減
・自社製品のリビルト、リサイクルの推進

・廃棄物リサイクル
・生ゴミで堆肥づくり

・全長３～６㎝程度
・平野部の水深の浅い湖沼や溜池、
用水路に生息
・１９６０年代までは普通に見られたが、
水質汚染や護岸工事により生息地
が無くなり、個体数が減少している。

②自然共生型社会

・工場排水利用のビオトープ
・絶滅危惧種 『カワバタモロコ』の育成

③低炭素型社会

・バイオ燃料発電  （2015 年度）
・アイシンの森づくり

・生産工程から排出される環境負荷物質の削減

・地域在来生物の保護と植林活動の推進

・製品に含有する環境負荷物質の削減
・環境異常の未然防止

■循環型 ■自然共生

１．背景・目的

２．アイシンエコトピアのネットワーク ２－１． エコセンター

２－２．ビオトープ ２－３．水族館との協業による生物多様性活動

ビオトープ内の河川水は工場排水を
100％利用

ビオトープ内での生き物採取による
体験型学習

地域環境との調和を考え、
知多半島在来種による植生を形成 地域の専門家と連携した継続評価

■環境取組みの３本柱

■開設のねらい

本質的な企業の環境活動を推進する中でネットワークを構築

■目指す姿
アイシンエコトピアで実現

地域と一体となった持続可能な環境企業を目指す

企画・基本設計・
維持管理・環境学習の企画実施 すべて社員が『手作り』

物採取による

え
継続評価

絶滅危惧種ＩＢ類に指定されている『カワバタモロコ』を危険分散の観点から、２０１４年５月より
当社、ビオトープで生息域外保全開始  ※西尾市、豊田市では市の天然記念物として指定

専門家のアドバイス 生物多様性の改善

育成・データ提供 生物多様性の評価

協働

私たちにとって、『身近な魚』となり、絶滅危惧種でなく
なることを最終目標とし、現在、保全・育成中

アイシン精機株式会社 パネル
W1600xH1800

Environmental Initiatives

サスティナブル・プラント活動
トヨタ紡織は、サスティナブル・プラント活動を推進しています。
「サスティナブル・プラント活動」とは、従来から取り組んでいる「法遵守」・「リスク管理」・「生産環境負荷低減」に加え、
「自然を活用し、自然と調和する工場づくり」を目指した活動です。以下の3つのテーマで地球環境保護にますます貢献していきます。

太陽光パネルと風力発電を組み
合わせてCO2を低減しています。

高効率な加熱・冷却工法などの革新技術導入や
従来からの継続的な改善による、飛躍的な生産環境

負荷の低減に取り組んでいます。

エコイノベーション
太陽光・風力などの自然エネルギーやバイオマスなどの
再生可能エネルギーの活用による CO2 削減に

取り組んでいます。

エコエネルギー

工場内緑化による生態系保護と、自然と社員・地域
とのつながりを深める「人づくり」の場の提供に

取り組んでいます。

エココミュニケーション

① 風力発電（ハイブリッド型）

＜サスティナブル・プラント活動の紹介＞

特 徴

＜導入状況＞

5t-CO2/ 年
＝0.4t-CO2/ 年×13 台

CO2
削減
効果

刈谷 大口 木曽川 岐阜 猿投 藤岡 高岡 土橋

堤 豊橋北 豊橋南 豊橋東 田原 富士裾野 東京

太陽光パネル表面に散水設備を
設け、発電時のパネル発熱による
効率低下を防いでいます

平成２０年度 太陽光発電新技術等フィールド
テスト事業
( 一般財団法人 ) 新エネルギー財団

③ 太陽光発電

特 徴

＜導入状況＞

120t-CO2/ 年
CO2
削減
効果

刈谷 大口 木曽川 岐阜 猿投 藤岡 高岡 土橋

堤 豊橋北 豊橋南 豊橋東 田原 富士裾野 東京

屋上を緑化することにより、緑化
土壌が断熱材となり、空調負荷を
低減しています。

⑤ 屋上緑化

特 徴

＜導入状況＞

6t-CO2/ 年CO2
削減
効果

刈谷 大口 木曽川 岐阜 猿投 藤岡 高岡 土橋

堤 豊橋北 豊橋南 豊橋東 田原 富士裾野 東京

生長が早く二酸化炭素の吸収能力
が高い植物材料｢ケナフ｣に着目し、
種子･栽培技術開発から自動車部品
生産まで全てを事業化しています。

② ケナフ材の自動車部品製品化

特 徴

＜生産状況＞

LCA※での効果 39,000t-ＣＯ２/年
※LCA：Life Cycle Assessment

CO2
削減
効果

刈谷 大口 木曽川 岐阜 猿投 藤岡 高岡 土橋

堤 豊橋北 豊橋南 豊橋東 田原 富士裾野 東京

地中3mに吸気用パイプを埋める
ことにより、年間を通して温度が
一定( 約1 5 ℃)である地中熱を
利用し、空調負荷を低減しています。

④ 地中熱空調利用

特 徴

＜導入状況＞

1t-CO2/ 年
CO2
削減
効果

刈谷 大口 木曽川 岐阜 猿投 藤岡 高岡 土橋

堤 豊橋北 豊橋南 豊橋東 田原 富士裾野 東京

超高効率のターボ冷凍機を使い、
電力負荷の少ない夜間に冷水を
水槽に蓄熱し、昼間の冷房負荷を
大幅に低減しています。

⑥ 高効率水蓄熱空調システム

特 徴

＜導入状況＞

100t-CO2/ 年
CO2
削減
効果

刈谷 大口 木曽川 岐阜 猿投 藤岡 高岡 土橋

堤 豊橋北 豊橋南 豊橋東 田原 富士裾野 東京

ケナフ材を使用した自動車部品

パッケージ
トレイ

天井エアクリーナー
ケース

シートバック
ボード

スペアタイヤ
カバー

ドアトリム

ポリオ（小児マヒ）撲滅募金


